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概
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2013年4月15日（月） 第1834号（ 1）

兵庫県教職員組合
代表者

５
月
１
日
（
水
）
第
84
回
兵

庫
県
メ
ー
デ
ー
神
戸
中
央
大
会

が
、
神
戸
大
倉
山
公
園
野
球
場

で
10
時
30
分
よ
り
開
催
さ
れ

る
。メ

イ
ン
ス
ロ
ー
ガ
ン
は
、

「
メ
ー
デ
ー
は
働
く
人
た
ち
が

主
役
。
声
を
ひ
と
つ
に
仲
間
を

集
め
て
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

未
来
を
み
ん
な
で
つ
く
ろ

う
！
」。

9
時
に
湊
川
公
園
に
集
合
し

た
参
加
者
は
、
大
倉
山
公
園
野

球
場
の
メ
ー
デ
ー
大
会
会
場
を

め
ざ
し
震
災
復
興
支
援
デ
モ
行

進
を
お
こ
な
い
、
メ
ー
デ
ー
会

場
へ
。
会
場
で
は
、
開
会
宣
言

の
後
、
実
行
委
員
長
や
来
賓
の

あ
い
さ
つ
が
あ
り
、
メ
ー
デ
ー

宣
言
を
採
択
す
る
。
式
典
の
終

わ
り
に
は
、
豪
華
賞
品
が
多
数

あ
る
抽
選
会
が
お
こ
な
わ
れ

る
。傷

ん
だ
雇
用
と
景
気
の
回

復
、
生
活
の
安
定
に
む
け
て
、

み
な
さ
ん
お
誘
い
合
わ
せ
の
う

え
、
多
数
の
参
加
を
お
ま
ち
し

て
い
ま
す
。

月
に
お
こ
な
わ
れ
る
参
議
院
議

員
選
挙
に
つ
い
て
、
連
合
が
推

薦
す
る
兵
庫
選
挙
区
「
つ
じ
泰

弘
」、比
例
代
表「
神
本
み
え
子
」

を
は
じ
め
予
定
候
補
者
全
員
の

必
勝
を
め
ざ
し
、
職
場
・
地
域

で
支
持
・
支
援
の
輪
を
最
大
限

に
広
げ
る
行
動
を
起
こ
す
こ
と

を
確
認
。
東
遊
園
地
か
ら
フ
ラ

ワ
ー
ロ
ー
ド
、
中
央
幹
線
を
通

り
鯉
川
筋
ま
で
デ
モ
行
進
を
お

こ
な
い
、「
傷
ん
だ
雇
用
と
労

働
条
件
の
復
元
」
等
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。

　
こ
れ
に
先
立
ち
開
か
れ
た
官

公
部
門
連
絡
会
集
会
で
は
、
２

０
１
３
春
季
生
活
闘
争
に
お
い

て
、
連
合
に
結
集
し
、
①
総
人

件
費
削
減
政
策
の
転
換
を
も
と

め
る
と
り
く
み
②
賃
金
水
準
の

維
持
・
改
善
と
公
務
員
賃
金
の

社
会
的
合
意
を
再
構
築
す
る
と

り
く
み
③
雇
用
と
年
金
の
接

続
、
非
常
勤
職
員
の
均
等
待
遇

な
ど
労
働
条
件
を
改
善
す
る
と

り
く
み
④
公
共
サ
ー
ビ
ス
基
本

条
例
制
定
を
中
心
と
し
た
公
共

サ
ー
ビ
ス
確
立
の
と
り
く
み
に

全
力
を
あ
げ
る
こ
と
を
決
議
し

た
。

　
3

月

9

日

（
土
）、
神
戸
市

中
央
区
の
東
遊

園
地
で
、
標
記

の
総
決
起
集
会

が
開
催
さ
れ

た
。
兵
教
組
か

ら
は
約
１
５
０

人
が
参
加
。『
働

く
こ
と
を
軸
と

す
る
安
心
社

会
』
の
実
現
を

め
ざ
し
、
最
後

ま
で
闘
い
抜
く

こ
と
を
決
議
し

た
。
ま
た
、
７

　兵庫県教職員組合は、「教育の仕事」に就

かれたみなさんを心から歓迎します。

　兵庫県の教職員のほとんどの方が兵教組

に加入しています。私たちは、県内ではたら

く仲間として手をつなぎ、子どもたちが楽し

く学べる学校づくりや教職員がいきいき働く

ことができる職場づくりをめざしています。

　兵教組は結成以来、先輩の熱い思いや団

結の力によって、職場や教育をめぐる条件を

向上させてきました。

　あなたにとって兵教組はきっと大切なもの

になるでしょう。兵教組も、若い力と感性を

もとめています。ともにがんばりましょう。

人
と
水
と
土
とた

つ
の
市
小
宅
小
学
校
　
六
年

安
木
　
茉
那

大
き
な
茶
色
の
水
た
ま
り
の
中
に

小
さ
な
緑
色
の
草
を
植
え
る

ぐ
ち
ゃ
　
ぐ
ち
ゃ

小
さ
な
足
が
　
水
た
ま
り
の
中
に
入
る

小
さ
な
緑
色
の
草
を
植
え
る

ゆ
っ
く
り
と
　
ゆ
っ
く
り
と

大
き
な
お
米
に
な
る
た
め
に

人
と
水
と
土
と

い
っ
し
ょ
に

力
を
合
わ
せ
て
　
力
を
合
わ
せ
て

ゆ
っ
く
り
と
大
き
く
…
…

小
さ
な
子
ど
も
が
　
立
派
な
大
人
に
な
る
よ
う
に

小
さ
な
草
が
　
立
派
な
お
米
に
な
る
よ
う
に

人
と
水
と
土
と
　
力
を
合
わ
せ
て

大
き
く
な
る
ん
だ

の
び
の
び
と
　
大
き
く
　
大
き
く

力
を
合
わ
せ
て
　
ゆ
っ
く
り
と

（
こ
ど
も
の
詩
と
絵
　
第
33
集
よ
り
）

メーデーに参加しよう！

 メーデーとは…

労働者の祭典。１８８６年にアメリカの労働者

が８時間労働制を要求しておこなったストラ

イキが起源とされている。メーデー誕生当初

の主張「８時間は労働、８時間は休息、８時

間は自由な時間」は、今も語り継がれている。

連
合
兵
庫

２
０
１
３
春
季
生
活
闘
争
、

政
策
・
制
度
要
求
実
現

総
決
起
集
会

第84回神戸中央大会

５月１日（水）神戸大倉山公園野球場

「
働
く
こ
と
を
軸
と
す
る
安
心

社
会
」
の
実
現
を
ア
ピ
ー
ル

※この広告に記載している保障内容は2013年8月1日以降のものです。それ以前の保障内容についてはお問い合わせください。

※ご契約にあたっては必ずパンフレットおよび重要事項等説明書（契約概要・注意喚起情報）をご覧いただき、制度内容をご確認ください。 承12ー企ー65（1302）

90歳まで契約更新可能に！
共 通

先進医療特約が新登場！
医 療 共 済

※ご年齢により加入できる限度が異なります。

死亡保障が3,000万円まで
選択可能に！

団 体 生 命 共 済

2013年
8月1日より
制度改定します！さらに安心が広がります！

先進医療ってなに？
先進医療とは、公的医療保険制度の評価療養

のうち厚生労働大臣が定める高度の医療技術

を用いた療養をいい、先進医療ごとに厚生労働

大臣が認定した医療機関において行われるもの

に限ります。先進医療の技術料は健康保険の対

象とならないため、自己負担となります。

教職員共済生協の

医療共済「先進医療特約」では

先進医療にかかる被共済者が負担した

技術料を最高1,000万円まで保障！

資料のご請求等は

http://www.kyousyokuin.or.jp/

泉雄一郎執行委員長

13年度

専
門
部
三
役
の

み
な
さ
ん

新
し
い
仲
間
の

　
　
み
な
さ
ん
へ

女性部 青年部 事務職員部 養護教員部 障害児教育部 栄養教員部 幼稚園部 臨時採用
教職員部

部長
釜口 清江
（本部）

井上 拓路
（本部）

松本 亨
（宝塚）

倉内 典子（新）
（加印）

６月（ 予定 ）の
委員会で

決定します。

須貝 直美
（姫路）

岡澤 有紀（新）
（西宮）

堀江 啓一
（三田）

副部長

新山 季美枝（新）
（西宮）

曾根 成晃（新）
（神戸）

嶋中 真理子
（神戸）

鶴房 美津子
（西宮）

八木田 久子
（西宮）

大野 裕美（新）
（西宮）

谷本 竜太
（西宮）

大辻 秀子
（明石）

森 洋樹
（芦屋）

白石 明
（姫路）

長田 由香里（新）
（赤相）

小山 幸子（新）
（明石）

岡本 真弓（新）
（伊丹）

永井 佐喜子
（川西）

井上 紀代美
（三美）

今岡 正喜
（美方）

楠 千鶴
（洲本）

田中 智子
（美方）

松尾 寛子
（姫路）

花のつくりを学習して
小野市河合小学校　五年

山本　早留香

教育ひょうごNo1834.indd   1 2013/04/12   14:46:52



2013年4月15日（月） 第1834号 （ 2 ）（第三種郵便物認可）

① 兵庫県内の公立小学校・中学校、中等教育学校及び特別支援学校等に在学する児童・生徒に対する支援。

②教職員の教育力量を高めるための研究助成。

③ 県民の教育及び文化の向上と教育改革県民運動発展に対する助成。

④県内の福祉団体等への助成。

⑤その他、目的を達成するのに必要な事業。

社
会
貢
献
事
業

教
育
文
化
事
業

「協賛金」は１口500円

　受給者 は　　 … ５口 2,500円以上　　　　　　　
　一般教職員等 は
　　　　　　　… １口 500円以上

のご協力を呼びかけています。

※詳しくは各支部書記局へお問い合わせ下さい。

子
ど
も
と
親
の
劇
場

第
62
次
兵
庫
県
教
育
研
究
集
会

（
ひ
ょ
う
ご
教
育
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
）

の
記
念
事
業
と
し
て
、
11
月
９
日
に

川
西
市
総
合
セ
ン
タ
ー
で
劇
団
道
化

座
に
よ
る
『
ス
ー
ホ
の
白
い
馬
』
の

公
演
を
お
こ
な
っ
た
。

子
ど
も
・
保
護
者
合
わ
せ
て
１
５

６
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

こ
ど
も
の
詩
と
絵

『
ひ
ょ
う
ご
２
０
１
２ 

こ
ど
も
の

詩
と
絵 

第
33
集
』
を
３
月
３
日
に

発
刊
し
、
表
彰
式
・
発
刊
記
念
集
会

を
ラ
ッ
セ
ホ
ー
ル
で
開
催
し
た
。
７

６
６
人
の
参
加
が
あ
っ
た
。

応
募
数
（
詩
６
６
５
篇
、
絵
１
，

３
５
６
点
）
の
う
ち
、
詩
１
１
８
篇
、

絵
２
０
７
点
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
。

特
別
教
育
研
究
助
成

1.
伊
丹
支
部
教
育
研
究
委
員
会

　（
図
工
・
美
術
部
会
）

図
工
科
に
限
ら
ず
、
教
具
や
休
み

時
間
に
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
つ

く
っ
て
遊
べ
る
工
作
な
ど
、
実
際
に

画
材
や
工
具
を
用
い
て
作
品
づ
く
り

を
学
び
、日
々
の
実
践
に
役
立
て
た
。

2.
三
美
支
部
教
育
研
究
委
員
会

　（
平
和
教
育
部
会
）

若
い
世
代
を
中
心
に
、
地
域
の
戦

争
教
材
を
知
ら
な
い
教
職
員
が
多
く

な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
相
野
飛

行
場
」
の
聞
き
取
り
や
資
料
等
を
残

し
、
地
域
素
材
の
教
材
化
に
む
け
て

と
り
く
ん
だ
。

3.
多
西
支
部
教
育
研
究
委
員
会

　（
人
権
・
平
和
部
会
）

引
退
し
て
い
く
世
代
が
蓄
積
し
て

き
た
も
の
を
伝
え
て
い
く
た
め
に
、

連
続
講
座
（
青
年
部
組
合
員
を
中
心

に
）・
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
設
定

し
、差
別
に
つ
い
て
考
え
を
深
め
た
。

4.
三
原
支
部
教
育
研
究
委
員
会

　（
防
災
教
育
推
進
部
会
）

各
学
校
に
お
け
る
学
校
防
災
計
画

の
見
直
し
、
防
災
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ

の
作
成
や
２
次
避
難
場
所
を
想
定
し

た
高
台
へ
の
避
難
訓
練
な
ど
、
研
修

や
情
報
交
換
を
通
し
て
、
よ
り
良
い

防
災
計
画
の
策
定
に
む
け
て
と
り
く

ん
だ
。

就
学
援
助
事
業

県
内
の
小
・
中
学
校
、
中
等
教
育

学
校
お
よ
び
特
別
支
援
学
校
に
在
学

す
る
小
学
校
６
年
生
、
中
学
校
３
年

生
の
要
保
護
家
庭
・
準
要
保
護
家
庭

の
児
童
・
生
徒
１
３
，
９
０
１
人
を

対
象
と
し
て
就
学
助
成
物
品
を
届
け

た
。ま

た
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り
兵

庫
県
内
に
避
難
し
て
き
て
い
る
児

童
・
生
徒
88
人
に
も
図
書
カ
ー
ド
を

贈
っ
た
。

支
部
教
育
研
究
助
成

１
支
部
に
つ
き
、
組
合
費
納
入
人

員
や
協
賛
金
に
基
づ
く
助
成
率
に

よ
っ
て
算
出
さ
れ
た
金
額
＝
29
支

部
、
総
計
９
，
１
０
３
，
２
７
４
円

の
助
成
を
お
こ
な
っ
た
。

分
会
教
育
研
究
助
成

○
谷
八
木
小
（
明
石
支
部
）

「
体
育
科
を
通
し
、
心
と
体
が
一

体
と
な
っ
た
真
の
共
生
を
学
ぶ
こ

と
を
め
ざ
し
て
」

各
学
年
層
で
研
究
テ
ー
マ
と
重
点

領
域
を
決
め
、
子
ど
も
の
姿
を
も
と

に
、
学
び
合
い
と
認
め
合
い
の
生
ま

れ
る
授
業
の
あ
り
方
を
探
っ
た
。
ま

た
、
授
業
と
研
究
方
針
を
公
開
す
る

機
会
を
持
ち
、
幅
広
い
知
見
に
も
と

づ
い
た
研
究
を
深
め
た
。

○
篠
山
小
（
多
紀
支
部
）

「
計
算
力
の
充
実
と
継
続
し
て
と

り
く
む
児
童
を
め
ざ
し
て
」

～
わ
か
る
授
業
、
楽
し
い
授
業

づ
く
り
～

児
童
の
実
態
に
あ
わ
せ
た
研
究
を

す
す
め
、
わ
か
る
授
業
の
た
め
の
手

立
て
の
工
夫
、
算
数
科
教
材
の
一
覧

表
、
学
習
用
具
や
家
庭
学
習
の
決
ま

り
等
、
と
り
く
ん
で
い
く
べ
き
方
向

を
ま
と
め
た
。

県
民
大
学
へ
の
助
成

支
部
教
育
研
究
集
会
講
演
会
等
と

共
催
し
て
、
兵
庫
県
民
大
学 

第
35

期
教
育
講
座
28
講
座
へ
の
助
成
を
お

こ
な
っ
た
。

協賛金賛同へのお願い２０１３年度

福
祉
自
動
車
等
寄
贈

○�

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人 

ほ
ほ
え
み
の
花
　

み
ん
な
の
家

友
情
号
１
２
３
号

（
日
産
セ
レ
ナ 

８
人
乗
り
）

○ 

社
会
福
祉
法
人 

は
な
さ
き
む
ら

　
は
な
さ
き
む
ら
作
業
所

友
情
号
１
２
４
号

（
ダ
イ
ハ
ツ
ハ
イ
ゼ
ッ
ト
ス
ロ
ー
パ
ー

 

折
畳
み
補
助
イ
ス
付
）を

寄
贈
し
た
。

（
延
べ
１
２
４
台
）

車
椅
子
寄
贈

共
催
と
し
て
、
日
本
教
育
公
務
員

弘
済
会
兵
庫
支
部
、
兵
庫
県
教
育
会

館
よ
り
車
椅
子
３
台
を
県
内
の
子
ど

も
た
ち
へ
寄
贈
し
た
。

（
延
べ
５
３
１
台
）

児
童
養
護
施
設
等
支
援
事
業

次
の
４
施
設
へ
支
援
を
お
こ
な
っ

た
。

○ 

お
か
ば
学
園

定
員
の
拡
大
に
伴
う
児
童
・
生
徒

の
学
習
机
や
イ
ス
、
運
動
用
品
等

の
補
充

○ 

神
愛
子
供
ホ
ー
ム

地
域
の
子
育
て
支
援
事
業
の
一
つ

と
し
て
お
こ
な
っ
て
い
る
保
育

ル
ー
ム
の
環
境
整
備
（
お
も
ち
ゃ

を
入
れ
る
ロ
ッ
カ
ー
等
の
備
品
整

備
）

○ 

双
葉
学
園

冬
場
の
暖
房
器
具
（
リ
ビ
ン
グ
・

学
習
室
に
こ
た
つ
、
ホ
ッ
ト
カ
ー

ペ
ッ
ト
、石
油
フ
ァ
ン
ヒ
ー
タ
ー
）

の
再
整
備

○ 

淡
路
学
園

視
聴
覚
教
育
実
施
の
た
め
の
ホ
ー

ム
シ
ア
タ
ー
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
の

購
入

（
延
べ
18
施
設
）

　兵庫県教職員組合は、1978年より長年にわたり、組合員のカンパや賛同団体などからの寄付金を財源に、

教育振興特別事業・兵教組福祉事業などのさまざまな社会貢献活動や、教育条件整備とともに子どもたち

への就学支援をおこなってきました。

　2007年度からは「兵庫県教職員組合 教育文化・社会貢献事業」として、さらに事業の推進と充実をめ

ざして発展的に見直し、兵教組の社会貢献事業としての大きな成果をあげてきました。

　７年目を迎えるこの事業の趣旨及びこれまでの経緯をふまえ、社会貢献として今後の事業の発展のため、

引き続き皆様のさらなるご理解とご協力をお願いします。

経済的に厳しい生活環境にある児童・生徒への支援をおこない、かつ県内の教育研究を助成するとともに、

教育及び文化の発展に寄与し、Philanthropy（社会貢献）の理念の普及、県民福祉の向上をはかるものです。

兵庫県教職員組合「教育文化・社会貢献事業」

「教育文化・社会貢献事業」とは？

主に次の事業をおこなっています。

２０１２年度におこなった事業概要

引き続き、
みなさまのご理解とご協力をお願いします。

事業賛同者のかたへ
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